
小松天満宮周辺の整備計画について小松天満宮周辺の整備計画について

～梯川河川改修の目的～～梯川河川改修の目的～

資料－４資料－４



梯川流域の概要梯川流域の概要

水源：鈴ヶ岳水源：鈴ヶ岳 標高標高1,174m1,174m

流域面積：流域面積：271.2km271.2km²²

幹線流路延長：幹線流路延長：42km42km

大臣管理区間：大臣管理区間：11.2km11.2km

流域内人口：流域内人口：11.211.2万人万人

※※HH７調査７調査

関係市町村関係市町村 小松市・能美市小松市・能美市

白山市白山市

年平均降水量：年平均降水量：2,135mm2,135mm（小松）（小松）

： 浸水想定区域

流域の概要流域の概要



昭和昭和4343年年88月月2828～～2929日洪水によ日洪水によ
り、支川八丁川、鍋谷川の堤防り、支川八丁川、鍋谷川の堤防
が決壊し多大な被害を受けた。が決壊し多大な被害を受けた。
この洪水を契機として、この洪水を契機として、梯川の梯川の
抜本的な河川改修の必要性が抜本的な河川改修の必要性が
高まる。高まる。

八
丁
川

鍋谷川

小松大橋地点（左岸より右岸を望む） 八丁川長野田大橋下流浸水状況 鍋谷川小野町橋地点

白江大橋地点（左岸より右岸を望む）

梯川流域

主要な災害（昭和主要な災害（昭和4343年年88月出水）月出水）

支川八丁川・鍋谷川の堤防決壊に支川八丁川・鍋谷川の堤防決壊に
より床上浸水より床上浸水118118戸、床下浸水戸、床下浸水
775775戸戸



昭和43年8月の洪水を契機に一級河川に指定（河口～
11.2km） 直轄河川として河川改修に着手

昭和46年

（1971年）

大臣管理区間大臣管理区間 11.2km11.2km

梯川流域

直轄河川改修区間直轄河川改修区間
（（S46S46年年 一級河川に指定）一級河川に指定）



観測史上１位～４位が近年に発生！観測史上１位～４位が近年に発生！

埴田水位観測所における水位状況
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平成18年7月梅雨前線出水

平成16年10月台風23号出水

平成10年9月台風7号出水

（ｍ）

H10年9月洪水　観測史上最高の5.07ｍを

H18年７月洪水　観測史上２番目の4.91ｍを記録

H16年10月洪水　観測史
上３番目の4.67ｍを記録

H18年７月洪水　観測史上
４番目の4.39ｍを記録

氾濫危険水位氾濫危険水位

水防団待機水位水防団待機水位



平成１８年平成１８年77月洪水時の梯川月洪水時の梯川

市民による水防活動市民による水防活動河川水位が高い状態が河川水位が高い状態が
続き漏水した箇所続き漏水した箇所

排水ポンプ車による排水ポンプ車による
内水排水内水排水

小松天満宮小松天満宮



昭和４６年１２月に工事実施基本計画策定昭和４６年１２月に工事実施基本計画策定

降雨確率降雨確率 １／１００１／１００

梯川　小松大橋流量ハイドロ
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基本高水流量

工実施設完成
ダム・遊水池
700m³/s

カット

河積確保 河川改修
事業

1,000m³/s

現在、河川法第16条に基づき河川整備基本方針策定中である。

基本高水流量基本高水流量

1,700m1,700m³³/s/s
河道整備河道整備

1,000m1,000m³³/s/s

洪水調節施設洪水調節施設
700m700m³³/s/s

（赤瀬ダム（赤瀬ダム300m300m³³/s/s））

河川改修

洪水調節施設を配
置する区域赤瀬ダム

（S53年完成）
石川県施工

小松大橋基準地点

治水計画の概要治水計画の概要



［　　］　基本高水流量

（1.00㎞）

（5.91㎞）

（5.90㎞）

右岸都市計画決定範囲（H11.1.29決定告示）

左岸都市計画決定範囲（H11.1.29決定告示）

（単位：m3/s）
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分水路計画分水路計画

平成７年平成７年 梯川改修技術検討委員会で分水路計画についての技術的検討梯川改修技術検討委員会で分水路計画についての技術的検討

平成平成88年年 直轄河川改修計画改定（分水路計画を追加）直轄河川改修計画改定（分水路計画を追加）

平成１１年平成１１年 梯川梯川1.01.0ｋ～ｋ～5.9k5.9k区間を都市計画決定区間を都市計画決定



重点改修区間

大臣管理区間

市街化区域

重点改修重点改修区間区間

八
丁
川

鍋
谷
川

前川合流部（前川合流部（1.0k1.0k）～鍋谷川合流部（）～鍋谷川合流部（7.6k7.6k）を重）を重

点改修区間と位置づけ、治水安全度を早急に向上点改修区間と位置づけ、治水安全度を早急に向上
させるため段階的な整備として堤防の整備を優先させるため段階的な整備として堤防の整備を優先
して行う。して行う。

H10．9洪水で河川水位と堤防
高との差が１ｍを切っている区間

堤防を整備することにより、堤防を整備することにより、H10H10年年99月洪水月洪水
（約（約77１０１０mm³³/s/s））を安全に流下させることが可を安全に流下させることが可

能能となる。となる。→→当面の整備目標当面の整備目標

優先的に堤防を整備優先的に堤防を整備

H18.7洪水の状況



これまでの河川改修の整備状況これまでの河川改修の整備状況

当面の整備目標である約
710m³/sが流下可能

八
丁
川

鍋
谷
川

凡例

：完成堤防
：未完成堤防

：小松市街化区域

重点改修区間



今後の河川改修による効果今後の河川改修による効果（（1010年後）年後）

１０年後

河口より八丁川（4.6Km）区間

当面整備目標約7１0m³/sを

安全に流下させることが可能

小松地区改修

今後１０年間
で完成予定

八
丁
川

鍋
谷
川

凡例

：完成堤防
：未完成堤防

：小松市街化区域

重点改修区間



今後の河川改修による効果今後の河川改修による効果（（2020年後）年後）

河口より鍋谷川（７.6Km）区間

当面整備目標約7１0m³/sを安全に流下させることが可能

２０年後

八
丁
川 鍋

谷
川

八丁川合流部～鍋谷川合流部
堤防完成

凡例

：完成堤防
：未完成堤防

：小松市街化区域

重点改修区間



これまでに行った事業の効果これまでに行った事業の効果

（新）石田橋（新）石田橋

引堤後

平成17年5月撮影

約約120m120m

川幅を１．５倍に拡幅川幅を１．５倍に拡幅

・・Ｈ１Ｈ１８８年年７７月洪水規模の洪水が発生した場合の河川改修の効果月洪水規模の洪水が発生した場合の河川改修の効果

引堤前

平成３年１０月撮影

河口から６．８ｋｍ地点河口から６．８ｋｍ地点



小松地区改修（分水路工）小松地区改修（分水路工）



梯川

上牧町

天神町
梯町

小
松
大
橋

梯
大
橋

天
神
水
管
橋

西

川

文
田
川

天神水管橋架替

現小松大橋撤去（橋脚・橋台）

※小松天満宮周辺の整備計画については
現在検討中であり、記載していません。

新小松大橋架替

市道付替（天神・上牧線）

市道付替（天神・上牧線）

新市道（予定）

文田川付替

河川改修

市道付替（大川・下牧線）
市道付替（大川町・茶屋線）

整備メニュー整備メニュー

①①小松大橋付替小松大橋付替

②②水路の付替水路の付替

③③水管橋の架替水管橋の架替

④④市道の付替市道の付替

⑤⑤堤防整備堤防整備

小松地区改修の整備内容について小松地区改修の整備内容について



小松地区改修の整備内容について小松地区改修の整備内容について



小松天満宮神門
（国指定重要文化財／昭和36年6月指定）

小松天満社殿／本殿、石の間、幣殿及び拝殿
（国指定重要文化財／昭和36年6月指定）

小松天満宮小松天満宮
加賀藩主三代藩主前田利常が小松城に隠居後、祖先神として崇拝する菅原加賀藩主三代藩主前田利常が小松城に隠居後、祖先神として崇拝する菅原
道真を祭る北野天満宮を模して１６５７年に創建した。昭和道真を祭る北野天満宮を模して１６５７年に創建した。昭和3636年６月に、天満年６月に、天満

宮の一部が国の重要文化財に指定された。宮の一部が国の重要文化財に指定された。


